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Gender equality is one of the most important issues in the promotion of diversity. The participation

status of female urologists in academic activities has not been clarified. In the present study, we analyzed a

total of 10,288 articles published by 58,914 authors in Acta Urologica Japonica since the first issue in 1955 to

the present. The author's gender was determined by an application program interface for gender estimation

in combination with independent manual confirmation by two researchers. The increasing rate (Δperson/Δ

year) of female authors was as low as 0.067 in 1955-79, but increased to 0.400 in 1980-2000 and 0.814 in

2001-20. Over the time periods, the annual total numbers of female authors (person/year) showed an

increasing trend from 3.2 in 1955-79 to 16.3 in 1980-2000 and 26.0 in 2001-20. The numbers of female

author individuals, the ratio of female authors to all authors and the ratio of publications by female first

author to all publications also showed similar trends. These results suggest that gender equality is becoming

more prevalent in the academic field of urology. The methods and data of this study are considered to be

useful for the promotion of gender equality in the academic field of urology for the future.

(Hinyokika Kiyo 67 : 125-132, 2021 DOI : 10.14989/ActaUrolJap_67_4_125)
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緒 言

男女共同参画は社会全体が目指すダイバーシティ推

進の大きな柱である．本邦の泌尿器科においても，

2006年に「女性泌尿器科医の会」が発足し，2014年に

は日本泌尿器科学会（JUA）に「男女共同参画委員

会」が設立され（2019年からは「ダイバーシティ推進

委員会」に名称変更），JUA における女性会員数は増

加傾向にある．しかし学術活動における女性泌尿器科

医師の参画状況は明らかとなっていない．

今回われわれは1955年の創刊から現在までの泌尿器

科紀要における論文および著者データを集計し，同誌

上の論文発表における女性泌尿器科医参画の状況を解

析した．

対 象 と 方 法

1955年の創刊から2020年 7月までに泌尿器科紀要誌

上で発表された全論文の情報を，京都大学学術情報リ

ポジトリ（KURENAI)1) 上に公開されているメタ

データ（XML 形式）として取得した．メタデータに
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Fig. 1. A. Number of articles with regard to prefecture of author’s institute. B. Infographic
heatmap with regard to the number of articles published during the study period. C.
Number of articles (black columns, left axis) and number of authors (gray columns, right
axis) with regard to year of publication. D. Number of authors per article with regard to
year of publication. Mean value and standard deviation (error bars) are shown.

は各論文のタイトル・著者名（アルファベットおよび

和文表記）・発行年月・全文にアクセス可能な

Uniform Resource Identifier（URI）が含まれており，

著者所属・論文の種別などの確認を要する場合には

個々の論文の全文を確認した．

初期出力データから綜説・随想・編集後記・シンポ

ジウム記録・対談など原著論文・症例報告以外の記事

を除外し，さらに著者名から研究グループ名を除外

し，最終的に10,228論文，58,914著者を解析の対象と

した．

著者性別は WEB 上の性別推測アプリケーションプ

ログラムインターフェース（API）である genderize.

io2) にアルファベット表記の著者名を入力して得られ

る出力値から算出した Male probability score（MPS）

をベースにマニュアル確認も組み合わせて判定した．

その際に，非典型的ローマ字表記に関しては典型的

ローマ字表記に変換して入力した（例 :“Jyunzou”→

“Junzo”）．genderize. io は出力値として性別（“male”

または“female”）およびその確率（“probability”:

0.5∼1.0 の数値）を返す．また判定不能の場合には

その旨が出力される．本研究では，genderize.io が出力

した性別が“male”の場合その“probability”をその

まま MPS とし，性別が“female”の場合 1 ∼“pro-

bability”を MPS と規定した．結果として MPS は

0∼ 1の範囲で与えられ， 1に近ければ男性名， 0に

近ければ女性名の可能性が高いことを示す．

本研究では genderize.io の性別識別能を検証するた

めに 2名の著者（T.Ko., H.T.）による独立した目視確

認も行った．genderize.io によって MPS が算出可能で

あった著者を対象に，目視確認による性別を参照標準

（Reference standard）として受信者動作特性（Re-

ceiver-operating characteristic，以下 ROC）解析を行

い，ROC 曲線下面積（Area under the curve，以下

AUC）を算出した．
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Fig. 2. A. Relative frequency (％) with regard to male probability estimated by genderize.
io. B. Receiver-operating characteristics curve for male probability score by
genderize.io. Area under the curve (AUC) was 0.9931. C. Estimation curves
for the necessary number of manual confirmation (# Manual confirmation, left
axis) and frequency of disagreement between sexes determined by male
probability score and manual confirmation (％ Disagree, right axis) with regard
to cutoff value of male probability score for manual confirmation. Sex
determined by manual confirmation was used as the reference standard for the
analyses shown in A to C.

女性著者の参画状況の解析には目視を含めて確認し

た著者性別を使用した．本研究の趣旨に照らし，泌尿

器科あるいはそれに準ずる診療科（皮膚泌尿器科な

ど）以外に所属する著者は除外した．各年の女性著者

総数および実人数（個人数），論文 1編あたりの女性

著者数，総著者数に占める女性著者数の割合，筆頭著

者数に占める女性著者の割合を算出した．1955年から

2020年までの全研究対象期間を，1955∼1979，

1980∼2000，2001∼2020年の 3つの期間に分けて，各

項目の年次推移を解析した．また，JUA が公開して

いる2000年以降の男女別会員数，厚生労働省による

「医師・歯科医師・薬剤師統計｣3)（1965年以降の男女

別医籍登録者数．1982年以降は 2年ごとの集計）を解

析の参考とした．

ROC 解析，各項目の増加率の算出は Prism 6 for

Mac OS X Version 6.0h（GraphPad Software, Inc, San

Diego, CA）を用いて行い，P＜0.05 をもって統計学

的有意差とした．

結 果

1．対象論文および著者の記述統計

解析の対象となった10,228論文，58,914著者に関し

て，発表施設の地理的分布を Fig. 1A，B に，論文数・

著者数の年次推移を Fig. 1C に，論文 1編あたりの著

者数の年次推移を Fig. 1D にそれぞれ示す．論文発表

施設は京阪神地区を中心に大都市圏に集中しており，

大阪府，京都府，東京都，神奈川県，愛知県，兵庫

県，北海道の上位 7都道府県からのものが全体の約

61％を占めていた（Fig. 1A，B）．

年間の論文数・著者数は創刊後徐々にその数を伸ば

し，1987∼89年頃のピーク時には年間のべ2,000名を

超える著者による400編近い論文が掲載された（Fig.
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Fig. 3. Number of female authors (A), number of individual female authors (B), number of female
authors per article (C), proportion of female authors to total number of authors (D) and
proportion of female first authors to total number of articles (E). F. Over-time percentage
of women in registered physicians in Japan according to statistics by the Ministry of Health,
Labor and Welfare of Japan (since 1965, biannual since 1982). The study period was
divided into three terms ; 1955-1979 (light blue), 1980-2000 (orange) and 2001-2020
(black). Green dots in panels D and E indicate proportions of female members of Japanese
Urological Association (Jpn Urol Assoc). Numbers in parentheses indicate slope of each
line.

1C）．その後1990年台後半には年間論文数200編・著

者数1,000名程度で安定し，2015年以降は漸減し年間

論文数80編・著者数600名程度となっていた．

論文 1編あたりの著者数は，1955年の創刊時には約

2.5名/編であったが，以来ほぼ単調に増加し現在で

は約 8名/編となっていた（Fig. 1D）．

2．API の性別判定能

2名の研究者による目視確認によって全58,914著者

泌尿紀要 67巻 4号 2021年128



のうち58,896著者（99.97％）の性別が判定可能で

あった．最終的に性別が判定できなかった著者名はす

べて外国人名であった．このうち，genderize. io が

MPS が算出可能であったのは 57, 487（全体の

97.58％，性別確定した著者の97.61％）名であった．

この57,487名を genderize.io の性別判定能の検証に用

いた．57,487名の内訳は男性56,256（97.86％），女性

1, 231（2. 14％）で あっ た．男 性 の 約 90. 3％ が

genderize.io によって 0.95 以上のMPS を付与されてい

た（Fig. 2A）．逆に女性の74.7％が genderize.io によっ

て 0.10 以下の MPS を付与されていた．

ROC 解析では MPS の曲線下面積（AUC）は

0.9931（P＜0.0001）を示した（Fig. 2B）．ROC 解析

に基づく MPS の最適カットオフ値は ＞0.765 で，そ

の際の感度は95.52％，特異度は98.70％であった．

また，MPS＜0.95 を基準にすることで，全体の

13％に相当する7,477名を目視確認するだけで，不一

致率を0.35％に抑えられると試算された（Fig. 2C）．

3．女性泌尿器科医の参画状況

目視確認を含めて性別判定が可能であった58,896著

者（10,228論文）を対象とし，女性泌尿器科医の参画

状況を解析した．Fig. 3 に発表年別の女性著者数

（Fig. 3A），女性著者実人数（個人数）（Fig. 3B），論文

1報あたりの女性著者数（Fig. 3C），全著者数に占め

る女性著者数の割合（Fig. 3D），全論文数に占める女

性著者を筆頭とする論文の割合（Fig. 3E）を示す．い

ずれも経年的に上昇傾向を示し，年代が1955∼1979，

1980∼2000，2001∼2020年と進むにつれて上昇率も高

くなってきていることが見てとれる．

全著者数に占める女性著者数の割合（Fig. 3D），全

論文数に占める女性著者を筆頭とする論文の割合

（Fig. 3E）に関しては，1955∼1979年には 1％以下で

あったが，2001∼2020年にはばらつきを認めるものの

5∼10％を示した．その増加速度は2000年以降の数値

が公表されている JUA 会員に占める女性会員数の割

合の上昇とほぼ一致した上昇傾向を示していたが，女

性筆頭著者の割合でより顕著であった．

比較の目的で厚生労働省による「医師・歯科医師・

薬剤師統計｣3) を基に，1965年以降の本邦における男

女別医師数の年次推移（1982年以降は 2年ごと）を見

てみると，1980年頃を境に医師総数の増加率も上がっ

ているが，女性医師の比率の上昇速度はさらに上がっ

ている（Fig. 3F）．調査の始まった1965年における女

性医師の比率は9.26％，1980年は10.02％と約15年間

かけて微増したにすぎなかったが，2000年には

14.4％，2016年には21.1％とその後の約35年間で倍増

している．

考 察

本研究では1955年から2020年までの泌尿器科紀要誌

上に掲載された10,288論文，58,914著者を対象に女性

泌尿器科医参画の状況を解析した．その結果，泌尿器

科領域の論文における女性の著者総数，実人数（個人

数），筆頭著者数などは，JUA 女性会員の増加とほぼ

一致して増加しており，既存会員による学術領域への

男女共同参画は一定程度進んでいることが示唆され

た．

本研究において，2000年以降で特に顕著に認められ

た女性筆頭著者論文割合の増加は，学術誌としての泌

尿器科紀要 の持つ役割・性格を鑑みると若手女性泌

尿器科医の学術領域への積極的な参画を反映している

ものと考えらえる．残念ながらわれわれのデータでは

責任著者などの指導的立場における女性泌尿器科医の

割合を解析することができなかったため，詳細を審ら

かにすることはできなかったが，今後はより責任ある

立場での学術活動における男女共同参画をいかに推進

するかも課題となるであろう4~6)．

この点に関して，エルゼビア社がまとめた「世界の

研究環境におけるジェンダー｣7) によると，日本の女

性研究者は全研究者の 5分の 1を占めるに過ぎない

が， 1人当たりの論文数で見ると平均的に男性よりも

多くの論文を発表していることが示されている．さら

に日本の発明者に占める女性の割合は 8％であるが，

著者に女性が含まれている特許出願の割合はその 2倍

であること，女性の学術論文の 9％が学際的論文の上

位10％に属し，わずかではあるが男性（ 8％）よりも

高いことなども報告されており，本邦女性科学者はそ

の革新性・学術的生産性おいて男性に劣っていないこ

とが示されている．実際に毎年の泌尿器科紀要 掲載

論文の中で特に優秀と認められたものに授与されてい

る稲田賞8)の受賞者を見てみると同賞が創設された

1983年から2019年までの対象論文（全掲載論文）に占

める女性を筆頭著者とする論文の割合は2.7％（190/

6,961）であるのに対し，稲田賞受賞論文64編に占め

る女性を筆頭著者とする論文の割合は4.7％（1983∼

2000年は3.7％，2001∼2019年は5.4％）となってお

り，サンプルサイズは小さいながらも女性を筆頭著者

とする論文の質の高さを示唆している．今後様々な環

境整備が進み男女共同参画がさらに推進されることに

よって，領域全体のレベルアップにつながることが期

待される．

性別の違いがどちらの性に対しても有利もしくは不

利に働かない「ジェンダー平等（Gender Equality）｣9)

は，貧困や飢餓の解消と並んで2015年 9月の国連宣言

「持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals ;

SDG）」の掲げる必要不可欠な17項目の 1つとしてあ
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げられている．玉田はジェンダー平等が弱者支援とし

てではなく，地球温暖化対策や脱炭素社会と同等に社

会発展のための鍵であると認識することが重要である

と述べている10)．

国際社会における多くの国と地域と同様，本邦にお

いてもその推進に向けた取り組みがなされており，

2020年は「指導的地位に女性が占める割合が少なくと

も30％程度になるよう期待する」という「2020年

30％」目標の節目の年である．しかし2019年12月に世

界経済フォーラム（World Economic Forum）が政治，

経済，教育，健康という 4分野のデータを基に作成し

た「ジェンダーギャップ指数2020｣11 によると，日本

の順位は153カ国中121位となっており，この指数その

ものにはその算出方法など様々な意見がある12)とは

いえ，世界的にみても日本におけるジェンダー平等に

向けた取り組みは進んでいるとは言えない．

泌尿器科領域に目を転じてみると，日本泌尿器科学

会における女性会員数比率は上昇傾向にあるものの

7∼ 8％にとどまっている．この点に関して2016年の

Scotlandらの報告5)によると米国泌尿器科学会（AUA）

でも学会認定の専門医の女性比率はわずか7.7％で

あった．しかしより若年のカテゴリーである泌尿器科

レジデントの女性比率は23.6％となっており会員に占

める女性比率は増加してきている．JUA は全会員数

の集計なのに対し AUA は学会認定医とレジデントの

数ということもあり直接の比較は難しいが，日米両国

において泌尿器科医を志す女性医師の数は増加傾向に

あることは間違いない．男女共同参画の様々な側面と

並行して，学術活動の面でも一層の推進が重要とな

る．

しかし，詳細は安川ら13)の論文などに譲るが，

ジェンダー平等を阻む障壁は，性別役割分業を前提と

した医師の労働環境，家庭と仕事の二重負担，性別に

対する固定観念・偏見・差別，夫婦別姓問題など，複

合的・多面的でありその達成は容易ではない．科学の

世界でも依然として女性科学者の過小評価やジェン

ダー不平等が問題となっている14~18)．

泌尿器科領域においても，2018年の AUA Census に

基づく報告（The State of the Urology Workforce and

Practice in the United States 2018)19) によると，「ジェ

ンダー不平等（gender bias）が存在する」と答えたの

は男性回答者では1.2％であったのに対し，女性回答

者では39.3％に上った．JUA Census 201920) において

も「女性泌尿器科医の部下に育児休業取得を勧める

か」の問いに対して「勧める」と答えた回答者は

74.5％で，性別・年代間で大きな差がなかったのに対

し，「男性泌尿器科医の部下に育児休業取得を勧める

か」の問いに対して「勧める」との回答は20∼30歳代

の女性回答者では高い傾向を示したものの，全体では

40.9％にとどまった．設問の違いこそあれ，これらの

データは日米両国の泌尿器科医におけるジェンダー不

平等の存在を示唆している．泌尿器科領域における

ジェンダー平等の達成に向けた学会全体としての取り

組みが求められる中で，本研究の結果は，泌尿器科学

術領域における男女共同参画の「過去と現在」を示す

指標の 1つとして，今後同様の評価を継続的に行って

いくうえで重要な意義を持つものと考えられる．

泌尿器科紀要（Acta Urologica Japonica)21) は，泌尿

器科紀要刊行によって年12回刊行される泌尿器科学術

専門誌で，1955年 3月に創刊された．2007年以降は和

文論文のみの掲載となっているが，タイトル・著者・

抄録などは英文も掲載しており，米国国立医学図書館

が作成する MEDLINE を含む医学・生物学文献デー

タベースである PubMed にも収載されている．日本

泌尿器科学会雑誌，西日本泌尿器科などと並んで，本

邦における代表的な泌尿器科学術誌であり，創刊以来

10,000編を超える学術論文を収載している．京阪神地

区をはじめとした大都市圏への偏りがある可能性は否

定できないものの，全国の都道府県の施設からの論文

が掲載されており，本邦の泌尿器科学術領域における

男女共同参画の状況を評価するのに十分な標本サイ

ズ・分布を有すると判断した．

本研究では性別判定に際し genderize.io という性別

推測アプリケーションプログラムインターフェース

（API）を用いた．genderize.io では Web 上に存在する

性別属性を伴う人名（ファーストネーム）を集積・機

械学習することによって人名から性別を推測するアル

ゴリズムを構築している2)．genderize.io によると2020

年10月現在，242の国または地域から114,541,298の日

本人名に関しては50,562の人名を収集・解析してい

る．同様の API は複数存在するが，それらを比較し

た研究によって genderize.io は少なくとも他の API に

遜色ない性別判定能が確認されている22)．実際に前

述のエルゼビア社による「世界の研究環境における

ジェンダー｣7) においても性別判定には genderize.io が

用いられている．ただし対象とする国によってその正

確性にはばらつきがあるとの報告23)もあり，日本人

を対象として genderize.io を用いた研究報告には限り

があったため，本研究では目視確認を行った．

その結果，分類不能率は2.4％と低く，正確性も

ROC 解析上の AUC は 0.9931 と良好であった．目視

確認を行わない場合の誤分類率は2.14％であったが，

全体の13％に相当する MPS＜0.95 をカットオフとし

て目視確認を行うことによって誤分類率を0.35％に抑

えることができ，労力・効率と正確性のバランスから

考えると同程度のカットオフ値がおおむね妥当と考え

た．しかし上記は全体の97.9％が男性という特殊な集

団を対象とした結果であり，日本人の一般集団に適応
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する場合には注意が必要である．

現在国内には防衛医科大学校を含め82の医学部があ

る．そのうち泌尿器科紀要が創刊された1955年時点で

は46校が開設していた．1961年の国民皆保険達成を機

に1970年代に34校の医学部が新設され，2016年の東北

医科薬科大学，2017年の国際医療福祉大学の開校によ

り現在の82校となっている．

1970年代の医学部新設により各都道府県に少なくと

も 1校の医学部が設置されたことで女性が医学部を志

望しやすい状況が整い，医師という職業への男女共同

参画を促したことは想像に難くない．実際に1970年代

に新設された医学部の卒業生が医師となり医師数の増

加として効果が現れ始めた1980年頃を境に，医師総数

の増加率が上昇しているが，女性医師の割合もそれを

超える速度で上昇している．

それと同時に1980年といえば故・猿橋勝子博士が女

性初の日本学術会議会員に選ばれ，故・高橋展子氏が

日本初の女性大使として駐デンマーク大使に任命され

るなど，男女共同参画の観点から重要な出来事が起き

た年でもあった．上記のような理由から本研究ではそ

の1980年を 1つの節目とした．また，1996年に旧総理

府（現内閣府）による男女共同参画ビジョンの提示，

1999年の男女共同参画社会基本法の成立を経て，「男

女共同参画2000年プラン」の節目の年であった2000年

をもう 1つの節目として，全研究期間を 3分割して泌

尿器科学術領域における女性参画の状況を検討した．

その結果， 3つに分けた期間で時代が進むにつれて

女性泌尿器科医の学術領域への参画が推進されている

ことが示された．本研究で観察された傾向も上述の医

師全体における女性割合の増加と決して無関係ではな

いと考えられる．しかし，2000年以降医師総数に占め

る女性医師の割合は年0.4％の割合で増加し，すでに

20％を超えている3)のに比べると，同時期の JUA 会

員における女性の割合の増加は年0.28％，泌尿器科紀

要女性著者の割合の増加は年0.17％にとどまってい

る．結果として2020年における割合も両者とも10％に

満たない状況であり十分とは言い難い．今後ますます

の男女共同参画の推進が期待される．

本研究にはいくつかの限界が存在する．一学術誌の

縦断的統計であり，日本泌尿器科学会雑誌，西日本泌

尿器科といった他の学術誌との比較は行っていないた

め，本研究で得られた知見が泌尿器科紀要に特異的な

ものかどうかは不明である．また都道府県別の統計で

は泌尿器科医あるいは泌尿器科開設医療機関の分布に

よる補正を行うべきであると考えられるが，同分布の

しかも年次推移のデータをえることができなかったた

め行っていない．また京阪神地区への隔たりは同誌の

地域性として特徴的なものなのかどうかに関しても上

述の泌尿器科領域他誌との比較を行うべきところであ

るが本研究では実施していない．

さらに時代背景として，1991年の JUA 専門医制度

の導入や2005年の卒後臨床研修必修化など，多くの重

要な変化の影響を見落としている可能性は否定できな

い．

また，国内の施設から日本人著者による論文が大多

数を占める泌尿器科紀要 の特性は本邦国内における

学術活動を俯瞰するのに好都合である反面，国際的学

術活動の評価（英文論文の発表状況）や他国との比較

が困難という欠点も挙げられる．また同様に他科領域

との比較も今後の課題である．

本研究における API は良好な性別判定能を示した

が，対象集団における性別分布に大きな偏りがあるた

め日本人一般集団への適応に関しては注意が必要であ

ることは前述のとおりである．さらに，近年の命名志

向の変化24,25)から，時代の変遷に伴いAPIの性別判定

能が変化する可能性もあり，将来の研究における使用

にも注意を要するかもしれない．

本研究は，著者の性別判定を基軸としたいわゆる

「ジェンダー統計」である．ジェンダー平等・ダイ

バーシティ推進が科学・医学の世界において問題とし

て認識されていることを前提にはしているが，その達

成そのものの是非や達成度の評価方法を論じるもので

はない．また，ジェンダー平等を論じる際に，ジェン

ダーに敏感な視座に立脚して統計データの収集や分析

を行うことがそもそも矛盾していると感じる向きもあ

るかもしれない．この点に関しては，日本学術会議科

学者委員会の男女共同参画分科会が2015年 9月に行っ

た「科学者コミュニティにおける女性の参画を拡大す

る方策」の提言の中で，「学術・教育分野での男女共

同参画推進のためには，ジェンダー統計のいっそうの

拡充と公開が重要」であると明言しており，男女を区

別せずに考えるのではなく，ジェンダーの視点に立っ

て，その問題点を見つけることが不可欠であることが

確認されている26,27)．将来ジェンダー不平等が解消

され，本研究のようなジェンダー統計そのものが時代

遅れになることが理想ということであろう．

結 語

1955年の創刊から現在までに泌尿器科紀要に掲載さ

れた10,288論文，58,914著者を対象に女性泌尿器科医

参画の状況を解析した．API を用いた論文著者の性別

判定は著者の粗比率を解析する上で十分な精度を有し

ていた．JUA 女性会員の増加に伴い，女性泌尿器科

医による論文発表数も増加しており，学術分野でも男

女共同参画の裾野は拡がっていることが示されたが，

本邦全体における女性医師の増加傾向と比較するとま

だまだ遅れをとっていることも浮き彫りとなった．本

研究の手法・データは今後の本邦の泌尿器科学術分野
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における男女共同参画を推進するうえでも有用である

と考えられる．
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Editorial Comment

泌尿器科は最も女性比率が低い診療科として位置付

けられていたが，近年女性の医師の比率が上昇してい

ることは，公然の事実である．しかし，学問的にどれ

ほど活躍しているかを示す指標に乏しく，この論文の

ように見える形で，推移を示しているデータは貴重で

ある．

稲田賞の獲得についても踏み込んで分析されてお

り，女性医師の背中を押す，有意義な論文とも評価で

きる．論文の限界と将来への課題まで考察されており，

今後，本論文が端緒となり，泌尿器科におけるダイバー

シティを推進する論文が発表されていくことを望む．

慶應義塾大学医学部

大家基嗣
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